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HUUM DROP 
電気式サウナヒーター  
設置・取扱説明書 

 セット内容 

•	 電気式サウナヒーター
•	 壁掛け用器具
•	 電気式サウナヒーター 設置・取扱説明書
•	 DROP 4、6、7、および9の電気ヒーターに熱方向調整器（ヒートダイバーター）が付属しています。 
•	 DROP 7および9の電気ヒーターには発熱体の固定器具（エレメントリテイナー）が付属しています。

注意！HUUM DROP 電気式サウナヒーターには、別途コントロールシステムおよびサウナストーンが必要とな
ります。本製品は、すべての部品を揃えた状態で設置する必要があります。

本設置・取扱説明書は、サウナの所有者および維持管理者、サウナヒーター設置を担当する電気工事士を
対象としています。サウナヒーターご使用の前に、取扱に関する説明をご熟読ください。

注意！本マニュアル記載の電気工事は、必ず該当する資格を有する電気工事士が行うようにしてください。
この製品は、欧州の統一規格である EN 60335-2-53:2011 と EN 60335-1:2012/A1:2019 
の条件を満たすように設計されています。
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設置前
サウナストーブを設置する前に、設置に関する説明をよく読み、以下のことに留意してください。
 

•	 電気式サウナヒーター設置の前に、ブレーカーの最大定格電流がサウナヒーターの仕様に適合
していることをご確認ください。

•	 サウナヒーターの出力（kW）は、サウナ室の容積（m3）に適していますか？ サウナ室に、非断熱の
壁がある場合、該当する壁の面積1m2あたり1m3の容積をサウナ室に追加する必要があります。サ
ウナヒーターに適した出力については、表１をご参照ください。

•	 サウナヒーターの設置場所には、離隔距離が確保されていますか？ サウナヒーター設置の際の、
サウナ室の天井および壁との離隔距離については日本の法令をご参考ください。

•	 日本の全法令（建築基準法、消防法、火災予防条例等）に適合するかの確認をしてください。  

注意！サウナヒーターの出力が、算出したサウナ室の容積に適していない場合、メーカー保証は適
用外となります！
 

設置
サウナストーブの設置位置
サウナヒーター設置の際には、可燃物とサウナヒーターの離隔距離を確保してください。 

•	 表 1 で、サウナヒーターとサウナ室の天井および壁との間の離隔距離をご確認ください。

•	 サウナヒーターは、使用中に危険な状況を引き起こしたり、誤ってヒーターに触れてしまう可能性
が極力少ない位置に設置してください。

•	 設置前に、サウナヒーターの裏側の遮熱板の保護フィルムを剥がしてください。

•	 サウナヒーターの重量は、サウナストーンの重さも含めると65kgになります。取り付ける壁が、ヒ
ーターの取り付けに十分な強度の構造であることをご確認ください。壁にサウナヒーターの壁掛
けフレームを取り付けてください。

•	 注意!DROPモデルに熱方向調整器および/または発熱体の固定器具が含まれている場合、取付
説明書は別途箱に同梱されています。 

電源ケーブルの差込口は、サウナヒーターの背面にあります。壁面におけるケーブルの正確な位置は、サウ
ナヒーターの取付板の位置によって測定します。図１をご参照ください。 

表 1. 出力
kW

サウナ室容積*
m3

A
mm

B
mm

C
mm

D
mm

DROP 4 3,40 2,5 - 5 100 590 435 170

DROP 6 4,54 4 - 7 120 630 455 190

DROP 7 5,67 5 - 8,5 135 660 470 220

DROP 9 6,43 6 - 10 150 690 485 220

* サウナ室に、非断熱の壁がある場合、該当する壁の面積1m2あたり1m3の容積をサウナ室に追加する必要があります。
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図１ サウナヒーターの設置位置 

電気式サウナヒーターのサウナベンチ内への設置
HUUM DROP 電気式サウナヒーターは、一部をサウナベンチもしくは床に埋め込む形での設置も可能です。 

•	 埋め込む形で設置する場合は、サウナヒーターがサウナベンチもしくは床の表面から375mm以
上出るように設置してください。

•	 埋め込む穴の切り口のカバーには、HUUM DROP 電気式サウナヒーター 埋め込みフランジをご
利用ください。

HUUM DROP 電気式サウナヒーター 埋め込みフランジは別売りの商品です。詳細は販売業者までお問い
合わせください。埋め込みフランジの取扱説明書は埋め込みフランジに同梱されています。

サウナヒーター埋め込みの寸法については、図 2 をご参照ください。
 

375 mm
以上確保

図２ HUUM DROP 電気式サウナヒーターのサウナベンチ内への設置
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電力系統との接続 

注意！サウナヒーターの電力系統との接続は、必ず資格を有する電気工事士が行うようにしてください。

•	 接続ケーブルには、日本の法律（JIS, PSE）に適合するSIHFケーブル（耐熱温度+180°C）または同
等の耐熱・耐湿ケーブルを使用してください。

•	 契約電力決定や変更等はサウナヒーターを取り扱う建設（電気工事）会社または管轄の電力会社
へお問い合わせください。

•	 ケーブルの断面積とブレーカー容量は表2に示されています。 

表 2. 出力
kW

アンペア
A

ブレーカー
A

電源ケーブル
mm2

DROP 4 3,40 15,7 20 5,3

DROP 6 4,54 22,7 30 5,3

DROP 7 5,67 28,4 35 8,4

DROP 9 6,43 43,5 50 8,4

注意！サウナヒーターの電源ケーブルには、耐熱性のないPVCケーブルは使用しないでください。サウナ
室でジャンクションボックスを使用する場合は、必ず防水のものにし、床から50cm以内の高さに設置して 
ください。

L2L1

200V 2(N)~ 200V 2(N)~

DROP 4
DROP 6 

L2L1

DROP 7
DROP 9

•	 サウナヒーターの電気ボックスの蓋を開けます。 (７ｍｍのスパナが必要です。) 

•	 ゴムブッシングを通して、電気ボックス内にケーブルを通します。

•	 配線図に従って、電源ケーブルを端子台に接続します。 	

注意！ケーブルは、まずストーブの遮熱板の穴を通す必要があります。

•	 蓋を閉めます。 

•	 ケーブルの固定は付属のゴム付きサドルをご使用ください。

•	 サウナヒーターを壁掛けフレームへ取り付け、しっかり固定されていることを確認します。 

くなるこ
。

電気式サウナヒーターの絶縁抵抗
サウナヒーターの最初の使用時には、ケーブルの絶縁抵抗の測定値が一時的に正常値よりも小さ
とがありま	す。その原因は、サウナヒーターの保管時および輸送中に絶縁層内に浸透した湿気です
湿気は、サウナヒーターの加熱を1~2時間ほど行うことによって蒸発します。
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サウナストーンの装填 

•	 HUUM DROP 電気式サウナヒーターには、サウナストーンが約55kg必要です。 

•	 HUUM DROP サウナヒーターに最適なストーンの直径は5~10cmです。  

•	 サウナヒーターのデザインに適した、水をスムーズに下層のストーンにまで届ける、HUUM純正
サウナストーンの使用を推奨します。

•	 装飾用の石は、保温効果が十分でなく、割れやすいため、使用を避けることを推奨します。砕けた
石の破片は、サウナヒーターの中で空気の通り道を塞ぎ、発熱装置を破損する可能性があります。

•	 注意！HUUM純正サウナストーン以外の石の使用によって発生した不具合は、保証の対象となりません。

•	 サウナストーンは、装填前に流水で表面の埃を洗い流すことを推奨します。 

サウナストーン装填の際の必須事項
•	 ストーン装填の際は、手を保護するため、軍手をご着用ください。

•	 ストーンはサウナヒーター内に一度に流し入れたり、投げ入れたりせず、1個ずつ入れてください。

•	 大きめのストーンから始めて、サウナヒーターの底や隅から順番に入れていってください。小さめ
のストーンで、大きめのストーンの位置を固定し、狭い隙間を埋めることができます。

•	 ストーンは、可能な限り密に、ただしサウナヒーターの中を空気が通る程度の隙間を空けつつ装
填するようにしてください。

•	 各発熱体の間にもストーンを装填してください。発熱体の固定を助け、発熱体の互いの接触を防
止できます。

•	 ストーンを強く押し込み過ぎたり、ストーンで発熱体の位置を動かすことがないようご注意ください。

•	 発熱体がストーンの隙間から見えることがないよう、サウナヒーター内の外側の層にはストーン
を密に装填してください。水を発熱体に直接かけることは、発熱体の寿命を縮め、ロウリュの蒸気
の触感が非常に鋭くなることに繋がります。	

注意！発熱体が正しくサウナストーンで囲まれていないと、可燃性のある面に対して追加の熱放射
が発生し、表１に示された離隔距離の効果が失われます。発熱体がサウナストーンの隙間から見え
ることがないようにしてください！

•	 定期的に、サウナストーンの状態を確認し、割れたストーンの破片を取り除き、必要の際はストー
ンを入れ替えてください。プライベート使用で年１回ほど、商業使用で月１回ほどが確認の目安
です。   

注意！ サウナヒーターのストーン密度が低すぎる状態での使用は、火災の原因となります！
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1.	 ストーンを詰め過ぎている
2.	 途中までしか詰めていない
3.	 発熱体が曲がり、位置がずれている
4.	 正しく装填されたストーン

安全ガード
熱したサウナヒーターに接触してしまう危険を減らすため、ヒーターの周りには安全ガードの設置を推奨します。

•	 安全ガードは、ご自身でも作成いただけるほか、別売りのHUUM DROP 電気式サウナヒーター 安全
ガードもご利用いただけます。弊社の安全ガードについては、販売業者までお問い合わせください。

•	 安全ガードには、熱容量が小さく、熱伝導率の低い材料（木材等）の使用を推奨します。 

注意！安全ガードに可燃物（木材等）を使用する場合は、必ずサウナヒーターと可燃性構造物との間の最小離
隔距離を守るようにしてください。

サウナヒーターのコントロール

•	 HUUM DROP 電気式サウナヒーターのコントロールに使用できるのは、電気式サウナヒーターコン
トロール用に設計された、認定のサウナコントローラーのみです。

•	 サウナヒーターの出力は、コントローラーの製造者の指定する電力内に収まる必要があります。

•	 サウナコントロールシステムの設置には、コントローラーの製造者による設置・取扱説明書の指示
に従ってください。 

2.1. 3. 4.
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サウナ室
サウナ室内の加熱および壁の材料 
電気式サウナでのヒーターを、最適な出力で使用するには、壁、天井の面すべてを、十分に断熱することが
重要です。それにより、サウナ室内の温度低下やサウナヒーターの過剰な稼働を防止できます。

サウナ室内の壁の十分な断熱

1.	 50~100mmの厚さの断熱材を充填します。

2.	 断熱材の表面に、防湿アルミホイルもしくはその他の反射材を施します。接続部分はアルミ
ホイルテープで覆います。

3.	 防湿材と羽目板の間に、スペーサー等で10mm以上の隙間を作ります（推奨）。

4.	 内装の仕上げには、12~16mmの木製の羽目板等が適しています。羽目板の設置前には、電
源ケーブルおよび、サウナヒーターとサウナベンチの設置に必要な壁の補強状態を確認し
てください。

5.	 床からの湿気を避けるため、羽目板と床の間に最低100mmの距離があることが推奨されます。

6.	 壁板と天井板の間に、換気用に最低5mmの隙間を空けます。

7.	 サウナ内装の木材には、汚れ沈着防止機能があるサウナワックスまたはサウナオイルを表面
に塗ってください（推奨）。	

サウナ室の天井

サウナヒーターの出力の最適化のために推奨されるサウナ室の天井の高さは、2100~2300mmです。サウ
ナ室の天井がそれよりも高い場合は、天井を低くし、サウナ室の容積を減らすことが推奨されます。

1.	 HUUM DROP 電気式サウナヒーターご使用の際の、サウナ室の天井の最低の高さ
は、1900mmです。

2.	 サウナベンチの最上段と天井の間の高さは、1100~1300mmの間に収めてください。

3.	 サウナ室の天井も、壁と同様に断熱してください。

注意！壁や天井を遮熱保護材（ミネラルボード等）で覆う場合は、壁面もしくは天井面との間に通気用の十分
な隙間を空けるようにしてください。保護材を壁面や天井面に直接貼ると、壁や天井が過剰に熱くなる原因と
なり、危険です。
 

サウナ室の床
温度の大幅な変化により、サウナストーンは時間の経過とともに砕けていきます。ストーンの粉や粒子は、
ロウリュのスチームとともにサウナの床に散らばります。高温の石の粒は、サウナヒーターの下やその周辺
のプラスチック製のフローリングを損傷することがあります。サウナストーンの細かい破片や水の水滴（特
に鉄分を多く含む水の場合）は、タイル床の淡い色の目地に染み込むことがあります。
見た目の損傷を防ぐためには、サウナヒーターの下および周辺にはセラミックタイル及び濃い色の目地を
使用することが効果的です。
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サウナの換気
十分な酸素の供給と新鮮な空気の確保のため、サウナ室の換気は可能な限り効率的に行う必要があります
（1時間に6回の空気の入れ替えが必要です）。

換気方法は、建物内に空気の自然な出入りがあるか、もしくは部屋に強制換気があるかによって異なります。

サウナの換気は最低2つ、通常3つの部分から構成されます。

•	 給気機能：給気管の直径は50~100mmである必要があります。

•	 排気機能：排気管の直径は、給気管の2倍でなくてはならず、 100~200mm必要です。

•	 乾燥機能：換気口がない場合は、サウナ使用後は換気のために、ドアを開け放しておくことも可能で。

強制換気装置のあるサウナ室の場合、以下の設備が必要です。

1.	 給気機能：サウナヒーターの中間かそれより高い位置（40cm以上）。

1.	 排気機能：サウナヒーターと反対側の壁（床から60cm以内の位置）。

3.	 乾燥機能：サウナヒーターと反対側の壁の天井の下。

自然換気のあるサウナ室の場合、以下の設備が必要です。

1.	 給気機能：サウナヒーターの中間かそれより低い位置（40cm以内）。

2.	 排気機能：給気口と反対側の壁に、給気口よりも20cm以上高い位置（床から60cm以内）。

3.	 乾燥機能：サウナヒーターと反対側の壁の天井の下。

給気口には、調整可能なカバーを装着してください。

排気口が洗い場にある場合、サウナ室のドアの下に最低100mmの隙間がある必要があります。

換気口は、サウナ使用後や、サウナを多くの人が同時に使用し、高湿になりすぎたり、空気が薄くなった場合
の、ロウリュの水投入の合間に使用してください。サウナ使用時は、換気口は閉めてください。
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使用
サウナヒーターの使用方法
注意！サウナヒーターの電源を入れる前に、ヒーターの上、真上、すぐ近くに他のものがないことを、必ず毎回
確認してください。火災の原因となります。

サウナヒーターの使用には、サウナコントロールシステムの設置が必要です。

サウナ室を暖める
サウナヒーターの初回の使用時には、発熱体やサウナストーンから臭いが発生します。脱臭するには、サウ
ナ室を十分換気してください。また、サウナストーンが十分に温まってからロウリュを行ってください。

ロウリュの水の投入
サウナ室内の温度の上昇とともに、室内の空気は乾燥します。サウナ室内の湿度は、熱されたサウナストー
ンに水をかけることで上げることができます。水投入の頻度や投入する水の量を調節することで、サウナ室
内を好みの湿度や体感温度に調整できます。

•	 水は、なるべく金属面ではなく、ストーンにのみかけるよう留意してください。

•	 水の投入は、かけた水が完全に蒸発するほどストーンが十分に熱されてから始めてください。

•	 投入用の水には、できるだけ、きれいで温かい水を使用してください。

•	 一回に投入する水の量は、約80mlがおすすめです。ロウリュの蒸気をさらに希望される場合は、
数分待ってから再度同じ量の水を投入してください。そうすることで、ストーンが乾き、再度温まり
ます。 

注意！サウナヒーターのすぐそばに人がいるときには、絶対に水を投入しないでください。高温の蒸気によっ
て火傷する恐れがあります。



12

警告・注意
•	 サウナヒーターはサウナストーンの暖めを目的として、ロウリュの蒸気の温度まで耐えるよう設計さ

れています。他のいかなる目的にも使用しないでください。

•	 特殊な技術を必要とするメンテナンス作業は、訓練を受けた専門家が行う必要があります。

•	 メンテナンス作業を行う際は、必ず本製品の電源を切ってください！

•	 電気式サウナヒーターの電源を入れるときは、必ず事前にサウナ室とサウナヒーターを確認して
ください。

•	 サウナヒーターは、正しくサウナストーンが装填されている場合のみ使用してください。

•	 サウナヒーターには覆いをかけないでください。火災の原因となります。 

•	 熱されたサウナヒーターには触れないでください。火傷の原因となります。

•	 サウナ室に換気設備が適切に施されていないと、木材の極度な乾燥の原因となり、火災の危険が
発生します。換気設備の配置について、必要の際は専門家の指示を仰いでください。

•	 水の投入に、ホースを使用しないでください。

•	 サウナ用アロマやサウナオイルは、必ず投入する水にあらかじめ入れて使用してください。水で薄
めない状態のままサウナストーンにかけると、発火する恐れがあります。

•	 サウナ室の壁や天井板の下には、最低5cmの厚さの耐火性能を持つ断熱材の層を設けることを
推奨します。

•	 断熱の施していないサウナ（市販の様々な形状のバレルサウナ、野外サウナ等）の場合、サウナヒ
ーターの最適な出力を確かめるには、算出したサウナ室の容積の値をさらに1,5倍にして計算し
ます。

•	 サウナのドアは、常に外側に開くようにしてください。

•	 サウナヒーター及びストーブを、サウナ浴以外の目的に使用しないでください。

•	 小さい子どもをサウナ室に放置しないでください。

•	 体調の優れない場合は、ロウリュの蒸気を浴びた後、急激に体を冷やすことは推奨しません。必
要の際は医者と相談してください。

•	 サウナには長時間滞在しすぎず、快適な範囲でロウリュの蒸気をお楽しみください。

•	 この説明書は安全な場所に保管してください。 
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保証 
一般的な利用規約は、当社のウェブページ huum.jp/warranty でご覧いただけます

最新の資料は、メーカーのウェブサイト huum.jp でご確認ください
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